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報道関係各位 
2006年2月20日 

株式会社 構造計画研究所 
 

構造計画研究所 業務プロセスの革新的なマネジメントをＡＳＰサービスで提供 

～パフォーマンスマネジメントによる戦略実行力とコミュニケーション力を推進～ 

 

株式会社 構造計画研究所（本社：東京都中野区、資本金10億1,020万円、代表取締役社長：服部正太、以下：
構造計画研究所）は、業務プロセスのマネジメント力を向上するツール「PositiveWare（ポジティブウェア）」
（開発元：米国CO州PositiveWare, LLC. 以下：PositiveWare社）の国内ASPサービスの提供、および運用サ
ポートを2月20日より開始します。 
 
国内で勝ち組といわれる、企業の勝因の一つに、戦略に裏付けられた目標を社員が共有し自分の行動目標に自

然に落とし込み、また、それを受けて、組織そして個人が改善を日々繰り返していることにあります。つまり一

人一人が明確なモチベーションとゴールイメージを持ち、業務を行っていることにあります。 
組織のマネジメントにおける最大のテーマは、人の能力を最大限に引き出し、いかに戦略的な行動に繋げてい

くかにあります。しかし、戦略と各人の行動を、連動させながらマネジメントの改善サイクル(PDCA)を回すこ
とを支援するソフトウェアは、これまでありませんでした。 

 
「PositiveWare」は、組織戦略と個人行動を有機的に関連付けて管理し、さらにPDCAサイクルを容易にド
ライブするためのツールです。「PositiveWare」の導入により、個人個人はモチベーションと納得性を持って業
務を遂行することができます。さらに的確かつ迅速な組織戦略や個人目標の修正を行い、目標達成のための正し

い方向へ導くことができます。 
 
「PositiveWare」は、WEBブラウザで操作できるASPでのサービス提供のため、簡単に導入を開始すること
ができ、また、簡単な操作で戦略とタスクの連携がとれたマネジメントが可能です。現在独自のマネジメントを

行っている部門のみならず、マネジメントが行われていない部門についてもより効率的かつ効果的な管理手法を

提供できるものと判断しております。構造計画研究所では、「PositiveWare」の発売を機に、様々な業界に向け
て広く活発なマネジメント支援ビジネス展開をはかってまいります。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
                 ●PositiveWareを利用したPDCAサイクル 
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■ PositiveWareによるマネジメント改革 
「PositiveWare」はマネジメントにおいて要求され 
るワークフローに対応する機能を提供しています。 
●タスクを目標単位で捉えることで、目標ベースの 
マネジメントとコミュニケーションが可能となり 
ます。 

 ●Web利用のため、リアルタイムでPDCAサイクル 
のコミュニケーションをとることが可能となります。 
●タスクの遅延、マネージャーのアドバイスなどが 
画面上で素早く確認でき、メールでの催促も可能 
です。                           ●目標ツリーとタスクの一覧画面 

 
■ PositiveWareについて 
「PositiveWare」は、米国における企業の戦略実行力の問題に対するためのパフォーマンスマネジメントソ
リューションとして2004年より通信業界、ソフトウェア業界、コンサルタントなど業種を問わず幅広く利用さ
れ始めています。製品の持つ操作性の良さ、戦略やミッションとタスクとの連携の明確さから、今後も広く受け

入れられ、利用されていくものとして期待され、2005年にはCSIA 2005 Rookie of the Year※1を受賞してお
ります。 
 

■ 構造計画研究所の経営ソリューションビジネス 
構造計画研究所は、これまでも経営戦略をチーム目標にブレイクダウンし、トレースするツールとして、MBO 

SYSTEM※2(人事評価システム)をはじめとする経営の意思決定を支援するソフトウェアビジネスを展開して
きました。組織戦略とタスクの連携について米国同様に日本でも課題が顕在化しており、マネジメントの手法に

ついて当社が高い付加価値を提供できると判断し、2005年2月に「PositiveWare」開発元であるPositiveWare
社と日本総代理店契約を締結しました。 
 
■ 利用価格 

  ASPサービス 年間契約：１利用者あたり年間 ３万円～８万円 （詳細はお問合せください。） 
  トレーニング・運用サポート： 詳細はお問い合わせください。 
 

製品サービスおよび販売について ニュースリリース配信元

担当者
株式会社構造計画研究所
事業開発部　堀越

株式会社構造計画研究所
営業戦略部　佐藤、松本

TEL 03-5342-1010(直)  03-5342-1100(代) 03-5342-1141(直)  03-5342-1100(代)

FAX 03-5342-1045 03-5342-1241

e-mail positiveware@kke.co.jp kkeinfo@kke.co.jp

住所
〒164-0012
東京都中野区本町4-38-13
日本ﾎﾙｽﾀｲﾝ会館内

〒164-0012
東京都中野区本町4-38-13
日本ﾎﾙｽﾀｲﾝ会館内

H.P http://www.kke.co.jp/positiveware/ http://www.kke.co.jp

本件に関するお問い合わせは下記へお願い致します。
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【用語解説】 

※１ CSIA － Colorado Software and Internet Association 
※２ MBO SYSTEM －Management by Objective SYSTEM 

 

■ 構造計画研究所について 

1959年創立。現在、ネットワーク、マルチメディア、情報通信、移動体通信分野から建設、製造分野に至るまでの広範かつ最新のIT技術を

駆使したソフトウェア開発ならびにソフトウェアプロダクトを提供。さらにOR・シミュレーション手法を用いた工学・製造分野におけるコン

サルティングサービスやマーケティング分野におけるコンサルティングサービスも行っています。また建設・環境分野における数値解析コン

サルティングサービスや建築・構造設計分野でも強みを発揮しており、様々な業界に対し、多様なソリューションを提供しています。 

 

※構造計画研究所および、構造計画研究所のロゴは、株式会社構造計画研究所の登録商標です。 

 その他、記載されている製品名などの固有名詞は、各社の商標又は登録商標です。 
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